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製作：ブライアン・イーストマン     監督：アンドリュー・グリーブ 脚色：アンソニー・ホロウィッツ 

日本語版プロデューサー：里口 千  日本語版演出：山田 悦司  日本語版翻訳：宇津木 道子 

 

出演： 

エルキュール・ポワロ … デビッド・スーシェ／熊倉 一雄 

ジャップ … フィリップ・ジャクソン／坂口 芳貞 

ミス・レモン … ポーリン・モラン／翠 準子 

      ※   ※   ※ 

サリー・フィンチ … パリス・ジェファーソン／戸田 恵子 

ナイジェル・チャップマン … ジョナサン･ファース／家中 宏 

レナード・ベイトソン … ダミアン･ルイス／辻谷 耕史 

コリン・マクナブ … ギルバート･マーティン／水野 龍司 

バレリー・ホブハウス … エリナー･モリストン／勝生 真沙子 

パトリシア・レーン … ポリー･ケンプ／安達 忍 

シーリア・オースティン … ジェシカ･ロイド／潘 恵子 

ハバード夫人 … サラ・ベデル／京田 尚子 

ニコレティス夫人 … レーチェル・ベル／此島 愛子 

キャスタマン氏 … グランヴィル・サクストン／荒川 太郎 

サー・アーサー・スタンリー … デビッド・バーク／大木 民夫 

 

◆◆ネネズズミミがが時時計計をを駆駆けけ下下りりるる  

劇中の折々で、ささやかれるように響く“ヒッコリー、ディッコリー”。原題にもなっている“ＨＩＣＫＯＲＹ ＤＩＣＫＯＲＹ ＤＯＣＫ”は、クリスティ作品おなじみのマ

ザー・グースの唄のひとつ。本話の冒頭や解決編で、真相の目撃者たるネズミが振り子時計を駆け下りる描写は、この唄の詞をなぞらえている様です。 

事件の発端は日常の細々した品々の紛失。“取るに足らないものが紛失したこと”自体の意味に注意が向きがちですが、実は、数多の紛失は一元的な事象

ではなく、品物それぞれに異なる紛失の意味が隠されているのです。事件の核心につながる手掛かりと並行し、いかにもそれらしいが別個の事由に由来する

怪しい手掛かりを散りばめるクリスティのプロットを象徴するような、興味深い構造の本話です。 

 

◆◆二二人人ののワワトトススンン  

豊かな髭で見紛うかもしれませんが、サー・アーサー・スタンリーに扮しているのは、ジェレミー・ブレット主演の『シャーロック・ホームズの冒険』ファンには

おなじみ、かつてないワトスン役を演じたとして賞賛を浴びたデビッド・バークその人です。同作品での日本語吹替は長門 裕之氏でしたが、本話では大木 民

夫氏が静かな威厳ある声を演じています。 

なおバークは同『シャーロック…』第２シリーズまでワトスンを演じ、第３シリーズ以降はエドワード・ハードウィックに交代。そしてハードウィックもまた、本シリ

ーズ『ホロー荘の殺人』にゲスト出演しています。 

 

◆◆熱熱暑暑のの天天国国  

愛妻がしばらく家を空けた為、慣れぬ独り身暮らしにまともな衣食すら事欠くようになるジャップに、自宅での宿泊を申し出るポワロ。さえないジャップを見

かねるポワロと、喜んで申し出を受けるジャップの間柄も、ここに至って、仕事を越えた友情極まれりという雰囲気です。 

とは云え、これもコメディ・リリーフのシチュエーション。ジャップはこのお泊まりで結構、散々な目に遭うことに。部屋が暑くて安眠ままならぬ件は少し大袈裟

に思えるかもしれませんが、ポワロは極度の寒がりであることが大きな特徴のひとつ。ジャップの様な常人では参ってしまう程の暖が、ポワロには必要なので

す。『盗まれたロイヤル・ルビー』や『ポワロのクリスマス』でも、例え事件が起きる地に赴くことになろうと、クリスマスを過ごす為には、彼はセントラル・ヒーティ

ングを欠かすことが出来なかったのです。 
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ミス・レモンの姉が働いている学生寮で品物が無くなった話を聞いたポワロは、ヒッコリー・ロードにあるその寮を訪問する。学生たちは、それぞれ専門も異なり、

男も女も学生らしく議論好きで好奇心に溢れていた。やがてポワロが心配した通り、一人の学生が殺され、ついで、この寮のオーナーも心臓を刺されて殺されて

しまう。ポワロは、無くなった品物のリストや学生やオーナーの言動、人間関係から事件の真相を導き出す。 


